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研究成果の概要（和文）：本課題の目的は，江戸期の石高・人口データ等を元に当時の人口動態・生産システム
を統計・ネットワーク科学のアプローチから理解することである．研究背景として，特定地域を包括的に叙述す
る「地誌」の研究があり，特に近世江戸期について日本は世界史的に類を見ないほどの史料がある．一方これら
は叙述記録であり，直接的な比較や解析が難しい．そこで本研究では村落間の繋がりをグラフとして記述し，コ
ミュニティ検出解析する事で，村落クラスタを同定した．村落クラスタに注目することで，史料間の比較やその
歴史変化を論じることが可能となる．

研究成果の概要（英文）：To understand the living system in Edo period in Japan, we applied a network
 analysis to the historical materials of early modern topography. In the early modern, villages are 
economically and socially connected with each other. To detect the communities of villages, we 
reconstructed the village network based on the materials with geographic information tool and 
applied graph decomposition to the network. The obtained village clusters can be a new subject of 
history. By comparison with the maritals in different times in Amakusa, we studied how the clusters 
developed and are merged into a few giant clusters

研究分野： ネットワーク科学

キーワード： 郡村誌　ネットワーク解析　コミュニティ検出　歴史GIS
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 本課題の研究背景として，地域の人口や
災害・疫病・風土・生産・気象等を包括的に
叙述する「地誌(郡村誌)」の研究があり，特
に近世江戸期について日本は世界史的に類
を見ないほどの史料がある．例えば，天草の
元禄 4年(1691)のデータは「天草嶋中人高帳」
と題した史料から抽出できるものであり，石
高・人数・男女 の区別・世帯数・船数・漁
師数・隣村との交通などが各村単位で記載さ
れている．このようなデータが各地域で現存
している．また世界的に見ても幾つかの地域
では，同程度の解像度のデータが現存してい
ることがわかってきた．特に近世南ボヘミア
の歴史資料では平時と天災時の収穫量の記
録が残っている． 
 
(2) 一方でこれらの史料は地域固有の言語・
文化に根ざしており，数量的記述についても
標準化・規格化されていない．そのため国際
間や時代間での比較が難しく，個別地域・事
例毎の叙述的研究に留まる危険性が高い．こ
れを克服するためのアプローチとして，数学
をベースに GIS 分析の現状から抜けだし地
域の普遍的記述の開発が望まれている．そこ
で本研究では，村落間の繋がりをグラフとし
て記述し，コミュニティ検出解析する事で，
村落クラスタを同定する．その結果を時代
間・地域間比較を行うことで．地域固有の史
料の背後にある普遍的現象への質的理解に
繋げたい． 
 
２．研究の目的 
 
  本課題の目的は，江戸期の石高・人口デー
タ等を元に当時の人口動態・生産システムを
統計・ネットワーク科学のアプローチから理
解することである． 
 
３．研究の方法 
	
データ:郡村誌によって地域を「面」で把握
する	
	
(1)	 郡村誌は村に対する詳細な叙述記録で
ある．京都愛宕郡を例にすると，白川村，一
乗寺村といったレベル空間解像度の情報が
ある．また単なる人口統計情報のみならず，
地勢や地味、神社仏閣などといった包括的な
叙述記録をもっている．利点として質のそろ
った記述として文献間でも，記述様式が比較
的同質あり比較が可能である．また最大の特
徴として，ある領域に対して「面」として包
括的なデータが得られる．これは各地点に対
する個別資料と質的に異なる点である．	
(2)	 一方で欠点として，1)	日本全国で入手
可能ではない．2) 時間軸としては，少数デ
ータ点．となることがあげられる．	
	

先行研究	:	歴史 GIS	
(3)	このようなデータに対する先行研究手
法としては歴史 GIS の手法がある．各村落の
位置情報(緯度、経度)を同定したうえ，
Visualization	method として牛/馬	や	田/
畑	などの資源利用の空間分布を表示する．	
	
研究手法:村落ネットワークのクラスタ解析	
	
(4)	 本課題の目的は可視化ツールとして役
割を越えて，歴史資料から情報を分析するツ
ールを開発することである．	
	
(5)	具体的には村落間の繋がりをグラフと
して記述し，コミュニティ検出解析する事で，
村落クラスタを同定する．そしてその結果を
時代間・地域間比較を行う．	
	

	 	
村落間のつながりについては，Gravity	law	
model を用いて，郡村誌データから再構築す
る．	

Tij	=MiMj	·exp(−dij/d0)	  

ここで M は石高や人口などの指標量であり，
dijは村落間距離である．村落間距離の計算に
あたっては，直線距離ではなく歴史 GIS の
Least	cost	path	analysis の手法に基づき，
実地形上の実効的距離を算出する．その際の
パラメータ同定においては，古地図情報を利
用する．	
	
(6)	結果として得られた村落間のつながり
(重み付きグラフ)に対して，Community	
detection	method を適用し，村落クラスタを
得る．これは村落間の繋がりにおいて，地域
グループとして比較的独立して成立する集
団を検出する．本課題では，Community	
detection	method の中でも map	equation を
用いた．	
	
４．研究成果	
	
	 研究実績として，京都愛宕郡そして天草地
方の地誌を対象にした村落クラスタ解析を
行った．また解析実施のためのデータ整備と
して，地誌の翻刻と電子化，各村落の位置情
報の特定と入力，当該地域の古地図から復元
した古道路情報の電子化作業等を進めてい
た．そのデータに基づき，当時の交通網ネッ
トワークの推定と，コミュニティ検出解析を
実施することで，村落クラスタを同定した．
この結果は，当時の行政単位である「組」組



織と整合した．特に天草地方については，
1691 年，1827 年、1869 年の 3 時代データが
利用可能であることから，年代間の村落クラ
スタ変化を調べた．結果として，御領を中心
とする最大クラスタは年代に変わらず安定
である一方で，上島については 1691 年から
1827年までの変化として１クラスタから2ク
ラスタに増加している．これは島原の乱によ
る人口減からの復興によるものと推測され

る	
1691 年	
	

1827 年	
	

1869 年	

	
村落クラスタの意義:	
	
(1)	歴史記述の実効的単位となる	
	 社会的・経済的関係の網の中で，村落や都
市が成立している．その為，ある地域に対す
る歴史を語るためには，その周囲を含めて記
述する必要がある．村落クラスタは，比較的
独立して語ることができる領域(実効的単
位)を資料ベースに同定することが可能とな
る．	
	
(2)	クラスタ自体の歴史変化も分析対象と
できる	
	 地域コミュニティは，それ自体が行政区画
になっていない場合は明示的な記述は少な
いため，史料に基づく従来の研究では扱いづ
らい対象である．本手法では，史料に明示的
に記載がなくとも，データに含まれている情
報を抜き出すことで地域コミュニティに対
する研究手法を提供することができる．	
	
今後の展望:	
	 郡村誌のデータ分析は，地形・自然環境等
に応じて人はどのように住むのか？いう疑
問に繋がる．これはデータ解析だけにとどま
らず，さらなる数理モデル研究の課題を提起
することとなった．	
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